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平面図形への活用（6）
中 3数学 三平方の定理

この学習プリントは、ちびむすドリル 検索 で無料ダウンロードできます。©
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（1）ＡＢ,ＢＣ,ＣＡの長さをそれぞれ求めなさい。

（2）ΔＡＢＣはどんな三角形か答えなさい。
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【１】  下の図の x , y の値を求めなさい。

3

4

2　5

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

【２】右の図のような , 四角形ＡＢＣＤの辺ＤＣの長さをを求めなさい。

答え

【３】  ３点Ａ（3 , 2）, Ｂ（−3, 0）, Ｃ（1, −2）がある。 次の問いに答えなさい。

ＡＢ ＢＣ ＣＡ

【４】  半径 6 ㎝の円Ｏに 10 ㎝の弦ＡＢをひくには , 円の中心から弦までの

　　　距離を何㎝にすればよいか求めなさい。
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答え

また ,  ＢＣ2 + ＣＡ2 = 20 + 20 = 40
ＡＢ2 = 40 

したがって ,  ＢＣ2 + ＣＡ2 = ＡＢ2 が成り立つので ,

ＡＢを斜辺とする直角三角形である。

（1）より ,ＢＣ = ＣＡ=  2　5 だから , 二等辺三角形である。

 x  = 3 ,

（ＡＢを斜辺とする）直角二等辺三角形

（∠Ｃ= 90°の）

y = 2 3

直角二等辺三角形の比より ,
y：x = y：6 = 1： 2

x = 6

x：2 = 3：2

ΔＡＢＤにおいて ,
30°, 60°, 90° の
直角三角形の比より,

x：3 = 2：1 
30°, 60°, 90° の直角三角形の

比より ,
x =　3

x：y = 3：y = 1：2
y = 2　3

ΔＡＢＣにおいて ,
30°, 60°, 90° の
直角三角形の比より,

 x  = 6 , y = 23
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ΔＡＢＤは , ＢＤ を斜辺とする直角三角形だから ,
三平方の定理より , 42 +32 =ＢＤ2 

ΔＢＣＤは , ＢＤ を斜辺とする直角三角形だから ,
三平方の定理より , （2　5 ）2 +ＤＣ2 =ＢＤ2 =25
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ＢＤ2 =25

ＤＣ2 = 5
ＤＣ > 0 だから , ＤＣ = 5 

2 10 2 5 2 5

ＡＢ2 = ｛3 −（ −3 ）｝2 + （ 2 − 0 ）2 = 40

ＡＢ > 0だから , ＡＢ = 2　10

ＢＣ2 = ｛1 −（ −3 ）｝2 + ｛0 −（ −2 ）｝2  = 20

ＢＣ > 0だから , ＢＣ = 2　5

ＣＡ2 = （ 3 − 1 ）2 + ｛2 −（ −2 ）｝2  = 20

ＣＡ > 0だから , ＣＡ = 2　5

円の中心Ｏから弦ＡＢに垂線をひき ,ＡＢとの交点をＨとする。

ＨはＡＢの中点なので , ＡＨ = ＡＢ÷ 2 = 5（㎝）

ΔＯＡＨはＯＡを斜辺とする直角三角形なので ,
三平方の定理より ,　ＯＡ2 = ＡＨ2 + ＯＨ2

　　　　　　　　　　　62 = 52  + ＯＨ2

ＯＨ2 = 62 − 52 = 11  
ＯＨ > 0 だから , ＯＨ = 11 （㎝）  11 ㎝

Ｈ


